
マクロライド投与期間 ドメイン



マクロライド投与期間ドメイン

抗菌薬ドメインで

βラクタム系抗菌薬による介入群に割り付けられた市中肺炎を

マクロライド標準コース

3〜5日間

マクロライド長期コース

14日間

REMAP-CAP
Randomized, Embedded, 

Multifactorial Adaptive Platform 

trial for Community – Acquired 

Pneumonia

に分けて比較する試験
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背景
• IDSAのガイドラインではアジスロマイシン3〜5日間が推奨

• 他のガイドラインでは投与期間に推奨なし

• “非定型肺炎カバーとして”投与しているなら3日で終了

マクロライドの抗炎症作用を期待して、市中肺炎に併用したほうが良い



市中肺炎患者を対象、マクロライド3日間投与
肺炎球菌株のマクロライド耐性の有無が臨床的有効性／無効性に関係あるか

Eur Respir J 2009;33:153-159

マクロライドの使用は
重症敗血症患者/マクロライド耐性病原体を持つ患者

30日後の死亡率（HR0.3、95％信頼区間（CI）0.2〜0.7）

90日後の死亡率（HR 0.3、95％CI 0.2〜0.6）

低下と関連

マクロライド耐性をもつ症例においても臨床的改善を認めた

マクロライドを併用することで臨床的転帰の改善の可能性が示唆



市中肺炎と診断された非ICUの成人患者

βラクタム単剤

βラクタム＋マクロライド

フルオロキノロン単剤

90日死亡率

死亡率に在院日数に有意差なし

＊対象は非ICU患者
→ICUに入るような重症患者では？

N Engl J Med. 2015 Apr 2;372(14):1312-23.



マクロライド投与期間ドメイン概要

患者

重症市中肺炎 ／ 抗菌薬ドメインで以下に割付

・セフトリアキソン＋マクロライド

・ピペラシリン・タゾバクタム＋マクロライド

＊レボフロキサシンに割付られた症例は対象外

介入
□ マクロライド 3〜５日間投与

□ マクロライド 14日間投与

評価項目
主要評価項目：90日 全死因 死亡率

副次評価項目：ICU死亡率/ICU滞在日数/VFD/OFD etc

DSA 8／RSA9.2.2／CP6.1
6



人工呼吸器管理ドメイン

抗菌薬ドメイン

マクロライド投与期間ドメイン

COVID-19抗凝固ドメイン



クイックレファレンスの紹介




